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論 文 内 容 の 要 旨
本論文は魚を飼育するためにもっとも重要な水質管理のための基礎研究として, 研究室内における実験
のほか主に水族館の飼育水を対象に, 酸素量 ･溶存有機物量 ･滴定曲線 ･炭酸系 ･電気伝導度などについ
て研究した成果をまとめたもので, その大要はつぎのとおりである｡













孔とにおける溶存有機物量の差は約 1.1ppm であり, ろ過槽を通過する前後における差は約 0.8ppm で








しく大きい場合も小さい場合もあるが, その最大値は pH 6.1 付近にあり, その値を pH O.1 変化させる
に要する H C l または N aO H の量で示せば 10×10-5- 25×10-5eq/l である. 海水中に存在するカルシウ
ムおよびマグネシウムイオンは魚の排壮物に由来する1) ン化合物と結合して沈澱除去されるので緩衝能は

















であった｡ 著者は多 くの場合についてこれを数量的に明らかにし, さらに現在わが国における閉鎖循環式
水族館の海水魚飼育水槽について溶存有機物量の点から水質管理が不適当なことを確かめ, 改善すべきこ
とを指摘した｡ また飼育水の pH 値 ･緩衝能 ･電気伝導度と溶存酸素量 ･溶存炭酸ガス量 (炭酸イオン ･
重炭酸イオン) ･ 溶存有機物量との間にはいずれもそれぞれ相関があることを種々の環境条件下において
実証 し水質管理の上に重要な示唆を与えた｡
以上の成果は水質学上に貢献することはもちろん, 魚類の飼育とくに水族館事業の発展に寄与するとこ
ろが大きい｡ よって本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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